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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】 

 平成18年６月29日に提出いたしました第72期（自 平成17年４月１日 至 平成18年３月31日）有価証券報告書の記載事項の一

部に追加及び訂正すべき事項がありましたので、有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。 

  

２【訂正事項】 

第一部 企業情報 

第２ 事業の状況 

４ 事業等のリスク 

第５ 経理の状況 

１ 連結財務諸表等 

(2）その他 

  

３【訂正箇所】 

 訂正箇所は    で示しております。 

  

 



第一部【企業情報】 
  

第２【事業の状況】 
  

４【事業等のリスク】 

  （訂正前） 

(1）～(6）記載省略 

  

  （訂正後） 

(1）～(6）記載省略 

(7）訴訟について 

 当社グループの海外子会社EIDAI DO BRASIL MADEIRAS .S.A.（以下、E.D.B.）において、現在ブラジル国税庁等との間で複

数の訴訟案件があり係争中であります。主な訴訟は次のとおりであります。 

提訴日        平成13年５月９日 

原告         E.D.B. 

被告         ブラジル国税庁 

  

原訴訟金額      ①6,143千R＄（約309百万円） 

②2,222千R＄（約112百万円） 

  

同社試算による    ①2,227千R＄（約112百万円） 

平成17年12月まで   ② 927千R＄（約 46百万円） 

の見込延滞金 

  

経過         平成13年８月第一審で敗訴しましたが、これを不服として第二審で係争中です。 

  

訴訟内容       ①E.D.B.（以下、同社）が原木購入時に受領した領収書金額と原木業者が発行する流通税伝票に記

入された売却金額との間に相違額があり、これが同社の過少所得申告と指摘されました。これを

不服として提訴したものです。同社の取引先のほとんどが零細原木業者で、流通税伝票の起票を

怠ってしまうため相違が発生しており、同社は領収書に基づいた金額を支払っていると主張して

おります。 

②平成11年度の税務申告で平成８年から平成11年までの資本金利息を一括で損金計上しましたが、

過年度分は認めないとの税法違反を指摘されました。その後の裁判の過程で、一括計上について

は同社の主張が認められましたが、当局はなお、会計上の手続きの違反を指摘しております。同

社は会計上の手続きについても明確な施行細則はなく、処理方法の正当性を主張しております。 

  

 なお、引き続き裁判の中で正当性を主張していく所存ですが、これらの訴訟案件が当社グループの主張・予測と相違する結

果となった場合には、当社グループの業績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。 

  

 



第５【経理の状況】 
  

１【連結財務諸表等】 

(2）【その他】 

  （訂正前） 

 該当事項はありません。 

  

  （訂正後） 

訴訟について 

 当社グループの海外子会社EIDAI DO BRASIL MADEIRAS .S.A.（以下、E.D.B.）において、現在ブラジル国税庁等との間

で複数の訴訟案件があり係争中であります。主な訴訟は次のとおりであります。 

提訴日        平成13年５月９日 

原告         E.D.B. 

被告         ブラジル国税庁 

  

原訴訟金額      ①6,143千R＄（約309百万円） 

②2,222千R＄（約112百万円） 

  

同社試算による    ①2,227千R＄（約112百万円） 

平成17年12月まで   ② 927千R＄（約 46百万円） 

の見込延滞金 

  

経過         平成13年８月第一審で敗訴しましたが、これを不服として第二審で係争中です。 

  

訴訟内容       ①E.D.B.（以下、同社）が原木購入時に受領した領収書金額と原木業者が発行する流通税伝票

に記入された売却金額との間に相違額があり、これが同社の過少所得申告と指摘されまし

た。これを不服として提訴したものです。同社の取引先のほとんどが零細原木業者で、流通

税伝票の起票を怠ってしまうため相違が発生しており、同社は領収書に基づいた金額を支

払っていると主張しております。 

②平成11年度の税務申告で平成８年から平成11年までの資本金利息を一括で損金計上しました

が、過年度分は認めないとの税法違反を指摘されました。その後の裁判の過程で、一括計上

については同社の主張が認められましたが、当局はなお、会計上の手続きの違反を指摘して

おります。同社は会計上の手続きについても明確な施行細則はなく、処理方法の正当性を主

張しております。 

  

 なお、引き続き裁判の中で正当性を主張していく所存ですが、これらの訴訟案件が当社グループの主張・予測と相違す

る結果となった場合には、当社グループの業績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。 
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